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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・種本　てる様～10：50呼吸状態急変。11：00酸素飽和度80％前半に低下あり主治医金Drへ報告。酸素3L開始するも83～85％で経過。12：08主治医来棟し死亡確認行っている。13：30ご家族様付き添いにて退院されている。
・澤田　光枝様～5/25(月)10時、有料へ退院予定の為、退院指示もらっている。退院時処方28日分は依頼中。
＜深澤Dr診察＞
・和田　正義様～身体症状落ち着いているため、指定医深澤Drより身体拘束解除車椅子移乗時に転倒・転落の可能性が高い時のみベルト対応の指示あり。
＜田中Dr診察＞
・苫米地正義様～臨時薬同内容にて7日分処方あり（以後、定期処方予定）

簡易血糖測定は5/21～8：00、20：00の2検となる。

退院支援については、インスリン注射や食事療法の継続が可能なのか判断の上すすめていくようにとのこと。
・田代　春枝様～食事摂取量の低下については、本人より「（嚥下時）喉につっかえる感じがある」との話しあり、飲水時にはストロー使用し、むせ込みあり（現在、粥・粗キザミ・トロミなし）。また、手指振戦や義歯不具合の影響も考えられる。
①義歯調整のための歯科受診の検討

②本人が食べやすい・飲み込みやすいと思える食事形態の検討・栄養指導調整

③振戦対策
＜退院支援＞
・本木　貞子様～三戸社協ケアマネージャー太田様よりTELあり。現在、食事摂取量にムラあり低栄養のため点滴している事、情報提供している。
5/27(水)ケアマネ・ご家族来院され、本人の状態確認する予定。点滴対応出来る施設については探していくとのこと。
・佐々木日出夫様、田代春枝様～家族と本人の様子を話した上で進めていくとのこと。
・是川　トク様～10：00ケアマネ（いしどう寿楽荘居宅介護支援事業所）訪問調査行っている。ケアマネとしては、夫様は入院中であり、次女様の現在の精神症状も良くない為、自宅への退院は困難ではないかと考えているとのこと。次女様が話している途中に泣き出したり、手指の振戦が見られるとのこと。現在は、長女様と連絡を取り合い進めているとのことで、本人の意向を含めてではあるが、ケアマネと長女様は、施設入所も検討しているとのことでした。

ケアマネより本人様へ現在、夫様と次女様が体調不良であること、もし、現在の時点で自宅へ退院するのであれば、もしかしたら一人での生活になる可能性があること、一旦、施設へ入所し、家族の体調が良くなってから、自宅へ退院する方向はどうであるかを提案しています。

本人様は自宅への退院希望であるが、一人ぐらしには、不安があるとのことで、その旨を、ケアマネ様の方から長女様へ報告し、相談してみるとのこと。
・林　　重雄様～15:00光葉園　澤口様・工藤様来院され訪問調査行っている。病棟スタッフから状態お伝えし、面会されている。

＜要注目患者様＞
・佐々木　由一様～体温37℃台で経過。他バイタルサイン異常無く過ごされている。断続的に小声で独語されているが、声掛けに返答されている。食事朝・昼1/4程度で開口不良にて中止している。
・甲地　茂子様～昨日20時、体温37.8℃、クーリング施行。本朝37.2℃で経過。
午前中の体温37.0℃だが、体熱感継続し見られている為クーリング継続し行っている。
・橋本喜久子様～昨日、下痢をしていると訴えあり、就床前薬のアローゼン2P除剤している。本日、下痢のことを尋ねると、本人忘れている様子で下痢の訴えはない。食事は各食全量摂取。
・田代　春枝様～朝食前血糖69ｍｇ/ｄｌ、自覚症状なし。当直医田中Drへ報告し、インスリンは施行せず食後2時間で血糖再測定の指示あり。
10：00血糖値再検実施。202mg/dl。不調の訴えなし。
・舘合　寛　様～食事は介助にて全量摂取する。話し掛けにはオウム返しする。断続的に叫んでいるが、他者トラブルはない。
・田中　稔美様～ホールや自室で過ごしている。返答は素っ気ないが、不満訴えはない。
・大渡　勝男様～徘徊したり、ホールで過ごしている。破損行為や不機嫌さはない。
・和田　正義様～9：00身体症状落ち着いている為、主治医より身体拘束解除指示、車椅子移乗時は転倒転落の可能性が高い時のみ安全ベルト着用可の指示あり。以後は、車椅子移乗後車椅子自操したり、多動さあり、安全ベルト着用する。バイタルサイン異常なし。
